
第７回 木曽川上流水防災協議会 開催概要

【開催要旨】

●第７回 木曽川上流水防災協議会を開催し、「木曽川上流水防災協議会規約」の改定及び「木曽川上流の減災に係る取組方針（令和３
年度～令和７年度）」の作成について、協議を行いました。木曽川の減災に係る取組方針のフォローアップでは、安八町、小牧市、江南市、
岐阜市、大口町から取組事例のご紹介をいただきました。 木曽川上流の減災に係る取組方針（令和３年度～令和７年度）の作成では、「教

育委員会と連携した小・中学校への防災教育の幅広い推進」と「排水作業準備計画の作成と計画に基づく訓練」を、新たに実施する重点的
な取組として説明し、作成について関係機関から承認を頂きました。

【開催概要】
●日 時 令和３年８月３１日（火）１５：００ ～ １６：００
●場 所 WEB会議形式（オンライン開催）
●出席者 ６５機関（県、市町、気象台等）
●議 事 （１）木曽川上流水防災協議会規約の改定について

（２）木曽川上流の減災に係る取組方針（令和３年度～令和７
年度）の作成について

（３）令和３年８月の大雨による木曽川水系の出水状況（第２報）

WEB会議の様子

髙橋事務所長 挨拶 木曽川上流の減災に係る取組方針
（令和３年度～令和７年度）（案）の説明

令和３年８月の大雨による木曽川水系の
出水状況（第２報）の説明

木曽川上流河川事務所



第７回 木曽川上流水防災協議会 取組事例の紹介

【安八町】 【江南市】【小牧市】

【岐阜市】 【大口町】

堀 安八町長

・住民への避難等に関する情報伝達について、
一斉情報配信システムを導入（複数システムに
統合による配信のタイムラグをなくす）したこと
により、配信のタイムラグをなくし担当者の負担
の軽減となった。

・公共施設の上階や屋上を洪水避難ビルとして指
定したほか、民間企業と洪水時における指定緊急
避難場所の協定を締結し、洪水避難ビルとして指
定した。

・平成27年度から平成29年度にかけて岐
阜市立の全小中学校を対象に防災教育の
一環としてDIG（Disaster Imagination 
Game）訓練を実施している。平成30年度
以降は教育委員会を通じて年１回以上の
防災学習を実施中である。

・被災者ニーズと災害ボランティアをマッチン
グする拠点・災害ボランティアセンター運営訓
練や災害ボランティアコーディネーター養成
を実施している。また、コロナ禍での町内河
川の氾濫に備え、運営マニュアルを作成した。

梅田 防災危機管理課長

都市防災政策課
服部 係長

大口町社会福祉協議会
森 主任

澤田 江南市長

・住民への避難等に関する情報の伝達手段として、
令和２年４月より、防災アプリを配信開始した。
システムの多重化により多言語化・情報集約・シ
ステムの拡張が可能となった。今後は、登録者を
町人口に対して50％を目指す。

木曽川上流河川事務所

安八町取組事例▶ 小牧市取組事例▶ 江南市取組事例▶

岐阜市取組事例▶ 大口町取組事例▶
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